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第1節 は じ め に  

（1）課 題   

野菜の価格安定制度は，我が国の卸売市場を中核とした青果物流通システムの中にあ  

って，野菜価格形成の不安定性とそれを契機とする生産の不安定化を産地レベルにおい  

てカバーする重要な役割を担ってきている。そして，国だけでなく多くの地方自治体に  

おいても農政施策の一環として，膨大な予算措置が講じられてきている。この種制度に  

は，一般に，ミクロ的効果としての制度加入農家の当該野菜部門の「経営安定効果」と  

マクロ的効果としての当該野菜の「産地保全・育成効果」及びこの効果を前提とした消  

費地域への「供給安定効果」とが期待される。国の制度の狙いが後者に重点が置かれて  

いるのに対して，多くの地方自治体においては特に前者のミクロ的効果としての「経営  

安定効果」を直接的な狙いとして制度が仕組まれているといえる。特に，地方自治体に  

おけるこの種制度は，国の制度では期待できないその地域の特性を活かした柔軟な対応  

が可能であり，地域農業振興の大きな要となっている場合がしばしば見受けられる。地  

方自治体における野菜価格安定制度は，歴史的にみると昭和34年の「京都府青果物安値  

補てん制度」いわゆる“京都方式”を端緒とし，国の制度にも大きな影響を及ぼしなが  

ら今日まで様々な変遷を経て継承・発展してきているといえる。しかし，この種制度の  

運用や改善に関しては，その制度の仕組みの基本的特性と経済効果とを予め把握してお  

くことが重要であり，特に制度運用上重要となる様々な基準値の設定に関して計数的根  

拠が不可欠となることは言うまでも、ない。そして，その上で具体的な運用上の諸課題  
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（例えば，制度加入農家への補給金の配分方法等）に対応することが求められる。   

そこで，本稿では，地方自治体における価格安定制度の事例として京都府における  

「野菜経営安定資金制度」（以下，本制度と呼ぶ）を具体的に取り上げ，その運用改善を  

目指した制度基準値の水準決定を計数的根拠に基づいて行うために必要となる方法論を  

提示し，その具体的な手順とその有効性を明らかにすることを課題とする。  

（2）アプローチの方法   

本稿における課題へのアプローチは，次のように行う。まず，第2節でほ本稿全体の  

分析の視座を与える本制度の仕組みと計量的分析の前提を提示する。以上の前捷の下に，  

第3章において計量的分析に関する定式化を，対象制度の仕組みとその特性及び経済効  

果との関係を明らかにすることを目指した上で，計測上の問題を考慮しつつ行う。さら  

に，第4節において，先行的なこの種の研究成果を踏まえた上で，実際の計測に際して必  

要となる問題について検討を行なう。そして，第5節で，第3節，4節で検討した計量的  

分析に関する定式化を前提に，その具体的な手順の提示とそこでの計測上の精度に関す  

る評価とを実際の計測事例をもとに行い，その有効性を明らかにし課題に接近する。  

第2新 本制度の仕組みと計圭的分析の前提  

（1）本制度の仕組み   

まず，本制度の仕組みの特徴を計量的分析上必要となる範囲に絞って簡単に概観する  

と，以下の5点に要約できる。  

①保証方式は，10a当たり粗収益保証方式である。  

（∋高収益積み立て方式が導入されている。  

③制度資産には1号資産（ダ∫）と2号資産（ダ曾）とがある。前者は，府・市町村・農   

協・生産者が一定の負担割合で業務対象期間前に造成しておく資産で，後者は，高収   

益積み立て方式によって業務対象期間中に積み立てられる資産である。また，資産の   

取り崩し方式は，1号資産（凡）と2号資産（」穐）との同時同率取り崩し方式が採用   

されている。なお，2号資産には積立限度額が設定されている。  

④最低基準額は設定されておらず，業務対象期間中の10a当たり実現粗収益額が保証基   

準額を下回った分に補てん率をかけた全額が，補給金として生産者に交付される。た   

だし，補給金の額は「資産の範囲内」であり，その点で実質的な「足切り」効果がある。  

⑤業務対象期間は3年であり，その期間が終了した時点で資産に残余が生じた場合は，  

1号資産については生産者造成割合に応じた額が，2号資産についてはその全額が  

「無事戻し金」として生産者に交付される。ただし，資産の残額が一定基準を下回っ  
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た場合は，初年度あるいは2年度終了時点で業務を打ち切ることができる。  

（2）計量的分析の前提   

本稿における計量的方法の前提は，以下の2点にある。  

①貨幣価値変動による影響を除いた10a当り実現粗収益額をある確率分布に従う確率変   

数の実現値と仮定すること。  

②上記仮定のもとに本制度の仕組み（京都方式）を①の確率分布に従う確率変数の一種の   

変数変換式と考えること。   

以上の前提より，本制度の仕組みの特性やその経済効果を表す各指標は基本的に確率  

変数で構成されるため，これらの指標も確率変数として扱えることになる。したがって，  

この時，保証基準額（¢，高収益積み立て基準額（功や1号資産軌）といった制度の運用  

基準となる値は，この変数変換式の基本構造を定める操作変数と考えることができ，こ  

れらの操作変数の操作によって制度の仕組みの特性やその経済効果の水準を確率的に制  

御するという考え方が可能になる。  

第3節計量的分析の定式化  

（1）風モデルと指標   

本制度は以下のように定式化できる。  

タ＝新風lα）  

毘一了  

見g  

●  

●   

月劇  

PJ  

j㌔  

●  

●   

fl  

兄上＝  ア＝  

タ：本制度の仕組みの特性や経済効果を表現する指標ベクトル  

凡：若年間における10α当たり実現粗収益額ベクトル  

α：制度の基準値ベクトル  

¢：本制度の仕組みを表現する関数   

そして，前節の前捷にしたがうと確率変数と仮定した凡の実現値の出現の仕方によ  

って，本制度の仕組の特性や経済効果を表現する指標アの倦も確率的に変動することに  
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なる。したがって，計量的分析の主要な課題は，確率変数凡の分布から確率変数タの  

分布を特定することが中心となる。しかし，本制度の複雑な仕組を考慮すれば凡の分  

布に既知の分布が仮定できたとしても指標タの分布を解析的に明らかにすることはほと  

んど不可能であろう。   

そこで本稿では，この課題に対して指標タの分布に関する何らかの特性億をモンテカ  

ルロ法によるシミュレーション実験によって導出するという方針を採ることにしよう。  

その場合，次のような手順に従うことになる。  

①確率変数凡を生成するモデル（以下，孔モデルと呼ぶ）を開発する。  

②孔モデルに従う乱数（以下，札乱数と呼ぶ）を発生させる。  

③発生させた凡乱数と［1］式の関数とから確率変数タの特性値の推定値を導出する。   

指標アの分布に関する何らかの特性値に関しては，一般的には指標タの期待値（平均）  

や分散等の統計的指標が考えられる。ただし，その特性値を考えた場合，指標の値が連  

続性を持つ場合と，ある事象が生起するかしないかといった二億で与えられる場合とが  

想定される。前者の指標に関しては，指標そのものの平均や分散が特性値として想定で  

きるが，後者に関しては，例えば当該事象の発生確率の期待値をもってその指標の特性  

値とすることで前者に対応することが可能となろう。すなわち，後者に関しては当該事  

象が生起する場合を実数1に，生起しない場合を実数0に対応させておくと，前者と同  

様に扱うことが可能となる。以下ではこのことを踏まえた上で，確率変数となる指標ア  

に関する何らかの統計量として特性値行列をガ（タ），その豆・ブ番目の行列成分（以下，  

特性値成分と呼ぶ）を昂・J（p宜）と記述しておこう。   

さて，モンテカルロ法でこの指標の特性値行列g（タ）の推定値を導出する場合，シミ  

ュレーション実験による誤差が不可避となる。したがって，シミュレーション実験の方  

法とその下での誤差の程度を評価し，シミュレーション実験の精度を吟味することが必  

要となる。具体的には，シミュレーション実験による指標の特性値行列ガけ）の推定精  

度の問題ということになる。例えば，ある指標の特性値成分を平均，分散と考えた場合，  

標本平均，標本分散をシミュレーション実験によるその指標のそれぞれの特性億成分の  

推定量とすることが妥当となる。この場合，これらの推定量は不偏性ないし漸近不偏性  

を持つので，これらの推定値の標準誤差を評価することが基本的に指標の特性値の推定  

精度を評価することにつながる。  

（2）制度の基準値と指席   

次に，凡モデルと指標の関係から明らかなように，モンテカルロ法の援用を前提と  

すれば，特定の凡モデルに関する確率変数となる指標タの特性借行列ガ（タ）は，制度  
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の基準値αの関数ぞとして以下のように記述できる。  

茸（タ）＝ぎ（α）  

動．J（p∫）動．g（p∫）・・耳＝（pj）  

戯．J（pg）戯．g（pβ）・・戯・た（勤）  
●  ●     ●  ●  

● ●● ●  

動．∫（動）動・g（p～）・・昂・た（動）  

ただし，β（タ）＝  

［2］式によって与えられる関数を具体的に推定することが，モンテカルロ法による計量  

的分析の課題となる。実際には，基準値ベクトルαの宜番目の1つの成分α豆以外のす  

べての成分を固定した上でシミュレーション実験を行い，成分α宜の変化による指標の特  

性借行列β（タ）の推定値の変化を追跡するという方法を採ることになる。ただし，ここ  

では基本的に固定された基準値ベクトルの成分値を前提とした上で，計測対象区閣内の  

成分勘の耽個の値と各指標ごとの刑種類の特性債とに対して，指標の特性値行列g（タ）  

の各成分に関する彿×肋個の推定値が導出されるに留まる。したがって，関数［2］は，基  

本的に基準値ベクトルαの内の特定の成分値α豆と指標の特性値行列β（ア）の推定値  

の内の特定の成分値との格子点の1組の点列として平面上に描写せざるを得ず，解析的  

な関数型として与えることは困難となる。   

具体的には，この格子点の1組の点列は，以下の［3］式に示した指標動のある特性値  

成分軍畑（如に関する基準値α慮の関数ぞ飾の形状を推定したものとなっている0  

旦錘（如＝∈脚（α豆）lα¶三。。耽血f  

ただし，α－は基準値ベクトルαの内，成分α£を除いたベクトル  

（3）等効果関数   

本制度においては，その対象地域間で期待される効果が等しくなることが望ましい。  

これを計量的分析の課題に解釈し直すと，異なった凡モデル間で指標の特性値行列  

居け）の推定値が等しい水準となるように制度の基準値を設定するという課題になる。   

そこで，すべての対象地域間の凡モデルに関してある確率分布の族が想定されたと  

仮定すると，異なった点∫モデルはそのパラメータの相異によって区別することが可能  

となる。この仮定を前提とするなら，異なった風モデル間で本制度の効果を平準化す  

る基準値水準の導出が計量的分析の次の課題となる。この時，凡モデルのパラメータ  

ベクトルをβとすると，この課題は次のように定式化できる。  
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まず，指標の特性借行列β（タ）に関して特定水準値行列伊（タ）が与えられた時，  

如αlβ卜β＊卸＝0  

となるαとβに関して，  

α＝¢（β）   

となる関数を特定することにある。   

しかし，この課題を具体的に取り扱う場合，次の2つの制約を考慮する必要がある。  

第1に凡モデルのパラメータについてはモデル間の相異を一義的に表現できるなんら  

かのパラメータベクトルの関数が必要となる。第2に，［5］式の関係は［3］式を前提にして  

初めて具体的に導出可能となる。すなわち，異なった札モデルを前提として導出され  

た［3］式で与えられる格子点の組から，ある特定水準値をとる指標の特性借成分β㌔（如  
を推定し，そこからその値を導いたα電を逆に探索しなければならない。要するに，［5］  

式の関係は特定水準値行列即㈹の1つの成分ごとにしか把握できない上に，シミュレ   

ーション実験からはこの関係を直接導出することができないのである。したがって，  

匝］［5］式は1つの成分ごとに次のような関係として具体的には与えられる。すなわち，  

∈劇（αilg（鋸トg＊脚（如＝Ol瓜t＝。。池き肋‘……………………… ［4］－  

g（β）：モデル間の相異を一義的に表現できるなんらかのパラメー タベク  

トルの関数  

を満たすα宜とg（β）に関して，  

α豆＝如b（β））l。・＝仰那加‘  

となる関数として与えられる。ここで，g（β）が次の［6］式のようにスカラー関数として  

表現可能とすると  

ス＝g（β）  

［4］式を満たす［5］或は，  
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α豆＝再（A）l 。・＝。。那加f  

と具体的な定式化が可能となる。  

第4節 計量的分析の考え方  

（1）凡モデルの開発   

前節で述べた計量的分析の定式化から，Rjモデルの開発に際しては次の点に留意す  

る必要がある。第1に本制度の対象地域間における凡モデルの分布の族が特定されるこ 

と，第2にそのことを前提に凡モデルのパラメータについてモデル間の相異を一義的に  

表現できるパラメータベクトルの関数が与えられることである。   

第1の点については，異なった分布族間の比較が可能なAICl）を利用した先行的研  

究2）や最近の調査研究の結果から，凡モデルの分布の族として対数正規分布を想定す  

ることが妥当であるとされる3）。一般に対数正規分布は，所得や売上高の分布として想  

定した時，実際のデータとの適合性が優れていることがよく知られている。   

第2の点については，」吼モデルの分布の族として対数正規分布を前提にした時，パ  

ラメータベクトルβは，  

β＝（慧2）  

となり，対数正規分布の平均をア，分散をⅤとすると，  

r＝叩（直音）  

Ⅴ＝［βこ印（α2ト1］叩（2〃十げ）  

となる。ここで，変動係数g＝√す／rとして［7］［8］式をパラメータベクトルβの成分〃  
とげ2について解くと  

〃＝咄げ一室軸（gg＋1）  

げ2＝gOg（ぶβ＋1）  

となる。そこで，パラメータβを持つ対数正規分布に従う確率変数gについて，次の  

確率を考えてみよう。   

岬≦岬）＝仁志叩｛一撃｝血…………… ［11］  
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ただし，0≦α＜βとする。  

ここで，iog∬＝f，巨〝＝gとおいて順次変数変換すると，   

叩（一志）dg…………… ［12］  

叫α榊）＝蒜∫；三二雲  
となる。この確率の値は，［12］式から明らかなようにα，β，ロのみに依存する。この  

ことば，［10］式からα，βと変動係数ぶのみに依存すると言い換えることができる。し  

たがって，このことから，変動係数ぶの等しい札モデル（対数正規分布）は，アを単位と  

してみた場合，同等なモデルと見なすことができる。したがって，前節の［6］式は，アを  

単位として  

g（β）＝g  

と，スカラー関数として表現することが可能となる。そして，前節の［5］‖式の指標の特  

性値成分卑読ゎに関する等効果関数は，  

α慮＝如（β）  

と具体的に定式化することが可能となる。  

（2）指凛の開発   

この種制度を評価する場合，一般に，対象制度の仕組みそのものに関する特性とその  

仕組みからもたらされる経済効果とを明らかにできる指標の開発が重要となるのはいう  

までもない。対象制度の仕組みそのものに関する特性を表現しうる指標の例を具体的に  

挙げれば，平均業務年数（業務短縮を考慮に入れた場合の業務が継続される年数），業務  

短縮率（業務が短縮される率），補給金交付率（業務対象期間内に補給金交付が少なくと  

も1回発生する率），高収益積み立て発生率（業務対象期間内に高収益積み立てが少なく  

とも1回発生する率），1号資産活用率（1号資産の内，補給金として生産者に交付され  

る比率）等の指標が考えられる。また，経済効果を表現しうる指標に関しては，制度の  

対象生産者に村する「経営安定効果」を直接表現する「粗収益補てん効果」と「粗収益  

変動抑制効果」4）について考慮する必要がある。これらの指標の例を具体的に挙げれ  

ば，基準粗収益カバー率（基準粗収益額に対する，無事戻し額も含めて業務対象期間に  

おいて対象生産者が最終的に受け取る修正粗収益額全額の比率），粗収益補てん率（業務  

対象期間の平均粗収益に対する，業務対象期間内に交付された補給金全額の内，生産者  
／  
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以外の積み立て額に依存した額の比率），修正粗収益変動指数（基準粗収益額を基準にし  

た修正粗収益の変動水準を表現する指標）等の指標が考えられる。   

ただし，これらの指標は，凡モデルと制度の仕組みを表現した関数¢とに依存する  

ことになり，一義的に与えることはできない。したがって，孔モデルと制度の仕組み  

を表現する関数¢の構造を，目指すべき本制度の運用改善の主旨に沿って予め定めてお  

くことが必要となろう。例えば，基本的に3年間の一業務対象期間のみについて評価し  

ようとする場合は，制度の仕組みの特性や経済効果を理論的に把撞しようということが課  

題となろう，また，より運用の現実に近づけた場合の制度の仕組みの特性や経済効果を把  

握したいなら，ある程度業務を継続することを考慮した関数¢を開発する必要がある。   

この種の指標を確率変数として一般的にみると，既に述べたように指標タの分布とし  

て連続型分布に従うものと離散型分布（特に，二億分布）に従うものとに大きく分類する  

ことができる。具体的には，前者は，その値が連続値の1つとして計測される指標（例  

えば，平均業務年数，1号資産活用率，基準粗収益カバー率，粗収益補てん率，修正粗  

収益変動指数等）に対応し，後者は，ある事象が生起するかしないかをそれぞれ実数1  

と0に対応させた指標（例えば，業務短縮率，補給金交付率，高収益積み立て発生率等）  

に対応する。特に，後者については前節の計量的分析の定式化を考慮すれば，特性値と  

されるこれら指標の期待値は，二億分布のパラメータとなる実数1に相応した事象の発  

生確率を表すことになる。   

また，各指標と各基準値との関係は予め定性的に把握し，ある基準値の微少な変化に対  

して他の基準値が同一水準の場合，各指標及び指標の特性値がどの様な振る舞いをするか  

を計量的分析の前にまず定性的に考察しておくことは，本制度の仕組みを理解しておく上  

で重要となる。一般に，ある基準値の微少な変化に対して他の基準値が同一水準の場合，  

各指標及び指標の特性値の変化が定性的に把握できる場合，関数［3］は基準値α豆の操作  

可能区間において単調増加あるいは単調減少となることが定性的には把握できる。  

（3）基準値の設定方法   

前節の計量的分析の定式化を前提に，指標の特性借成分の推定値から導出される等効  

果関数から計数的根拠に基づいて制度基準値の水準を決定することが，制度の運用改善  

を目指した最終的な課題となる。ここで，凡モデルに村数正規分布が適用可能であると  

仮定すると，既に考察したとおり等効果関数は［14］式で定式化できる。この関数で表現  

される線上では，当該指標の特性値成分の水準が等しくなる凡モデルの変動係数（風  

モデルの相異を一義的に表現）と当該基準値との組み合わせの関係が推定されているこ  

とになり，対象地域ごとの凡モデルセ応じた基準値の設定が可能となる。   

しかし，この時，次の3点に留意する必要がある。第1に，このような方法によって  

基準値を設定したとしても，確率変数となる当該指標動の特性値成分の水準が凡モデ  

ー85－   



生物資源経済研究   

ル間で等しくなるに留まり，その効果に関してはあくまでも確率的な変動が避けられな  

いことである。ただし，このことは確率モデルを前提に議論している限り当然であり，  

ここではむしろ本制度が無限に繰り返された時に，平均的に達成される当該指標の特性  

値成分として表現される水準が等しく設定されていると解釈すべきであろう。第2に，  

当該指標の特性値の水準が凡モデル間で等しくなるように基準値が設定されていたと  

しても，他の指標の特性値成分の水準も同様に等しくなっているという保証がないこと  

である。そして，第3に，対象指標の特性値成分に対して定性的に逆の効果を与える2  

つ基準値の操作によって，等効果関数をシフトさせることが定性的には可能となること  

である。   

そこで，これらの点について，具体的に考察しておこう。今，ある2つの指標の特性  

値成分β∫‘（p∫）と践i（距）とに関する次の2つの等効果関数  

α慮＝直（g）  

α慮＝¢2（g）  

基準値設定の方法  
が考察の対象となっているとする。この  

2つの等効果関数において，［15］の等効果  

関数を主，［16］を従と考え，j払（勤）が一  

定水準以上（あるいは以下）となることを  

条件に，考慮される凡モデルの変動係数  

gの区間と基準値α－の操作可能区間にお  

いて【15］の等効果関数が意味を持つ場合  

ほ，図11～2で示された状態に等効果  

関数［15］［16］が推定される場合となる。こ  

の図における陰影部分がβ訊（pg）が一定  

水準以上に推定されている領域である。  

これらの場合以外，例えば晶（pg）が一  

定水準以上となる陰影の中に等効果関数  

［16］が存在しない場合や等効果関数［15】  

【16］が交差するような場合では，凡モデ  

ルの変動係数gの区間と基準値 αiの操  

作可能区間内において，条件を満たす［15］  

の等効果関数は存在しないか，もしくは  

部分的にしか存在しなくなる。その場合，  

操作対象基準値 αi以外の基準値の操作  

図1－1   

図1－2   
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によって，等効果関数［15］［16］をシフトさせることによって助（卸）が一定水準以上とな  

る陰影の中に等効果関数［15］を入れることは，理論上考えられる。しかし，一般的には，  

すべての凡モデルについて指標タの特性値行列g（♪）を同水準に導く基準値ベクトル  

αを導出することは，前節の計量的分析の定式化を前提にすれば一定の困難は伴うが，  

考察の対象とする指標を絞ることで一定の対応が可能となろう。  

第5節 計量的分析の方法  

（1）凡モデルと関数¢の構造   

ここでは，孔モデルと本制度の仕組みを表現する関数¢の構造を具体的に定めて，  

計量的分析の方法について考察しておこう。本稿では，方法論の検討が主要な課題であ  

るので，それを考慮した上で孔モデルと関数¢とを以下のように設定する。  

1）旦モデル   

前節の風モデル開発の考え方を前提にすると，現実の対象地域のデータと風モデル  

とは変動係数によって関連付けられているので，」吼モデルの平均をア＝100とし，変動  

係数ぶについては計測対象となる区間内でヱ個のケースを考慮して，各変動係数のケー  

スごとに対数正規分布に従う乱数を肋●個を1セットとして児セット用意する。この場  

合，標準正規分布に従う乱数∬から［9］［10］式によって求められた平均〝，分散J2から  

以下の［17］の変換式によってこのパラメータを持つ正規分布に従う乱数封に変換する。  

そして，さらにそれを以下の［18］の変換式によって目的の乱数凡・fを導くことになる。  

封＝げ・∬＋〃  

凡．‘＝e鱒p（封）   

ただし，実際のシミュレーション実験では，標準正規分布に従う乱数を発生させるサ  

ブルーチン副プログラムを使用するのが一般的であるが，その場合，各変動係数に対応  

したケース間の比較に関してシミュレーション実験による、誤差傾向が一定となるよう  

に，このサブルーチン副プログラムの引数となる区間［0，1］をとる一様乱数のシードを  

肌個のケースについて固定しておく。  
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2）本制度の仕組みを表現する関数¢   

第2節で述べた本  

制度の仕組みの特徴  

に留意し，業務村象  

期間内の£期におけ  

る10a当たり実現粗  

収益額（」軌．‘）と本制  

度によって補正され  

た10a当たり修正粗  

収益額（局れ）との関  

係を表す本制度の仕  

組みを表現する関数  

¢の主要部分を示せ  

ば以下の通りとなる。  

図2 本制度の仕組み  

凡．～＜エ の時 品．£＝．払．f＋g  

ム≦月＝＜G の時 鳥・f＝孔・f十g・（G一風．‘）  

G≦点“≦ガ の時 晶．f＝風．‘  

g＜凡．‘   の時 品よ＝凡．f－か（丸．‘一朗  

ただしg＝1の時 エ＝G－g  

g＜1の時 刀＝G－g／g  

凡．£：業務対象期間中f年目の  

10a当たり実現粗収益額  

」私．‘：業務対象期間中亡年目の  

10a当たり修正粗収益額  

r ：基準粗収益額  

G：保証基準額  

ガ：高収益積み立て基準額  

g：f年目の資産額  

g：補てん率  

九：高収益積み立て率  

図2は，以上の部分を図示したものである。  

3）制度の基準値   

ここで，操作可能な制度の基準値は基本的に保証基準額（功，高収益積み立て基準額  

㈲，1号資産積み立て基準額軌）の3つに絞り，以下のように基準粗収益額ので与え  

るものとする。  
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G＝α・r  ただし，α，β，γは基準粗収益額のに対する  

ガ＝β・r  比例操作係数で  

α：G水準   

β：茸水準   

γ：1号資産積み立て基準率  

とする。   

凡＝γ・r  

また，これら以外の基準値は予め定めておく5）。そして，これらの基準値は，それぞ  

れ比例係数α，β，γで操作するものとし，その操作区間は制度の運用上想定される範  

囲で，αが［0．8～1．0］，βが［1．3～1．6］，γが［0．25～0・35］と定めておく。   

（2）モンテカルロ法とその評価  

1）指標の構成   

ここでは，具体的に，制度の仕組みの特性を表す指標として平均業務年数を，また制  

度の経済効果を表す指標として基準粗収益カバー率をそれぞれ考え，この2指標を前提  

に考察することにしよう。   

モンテカルロ法によるシミュレーション実験を前提とした時，平均業務年数（pj）と基  

準粗収益カバー率（ぉの2つの指標の期待値（平均）を特性値成分動・J（pJ），払∫（由とし，  

その推定量を風．J（動），良∫（由として以下のように設定する6）。  

仇  

動直門＝竃一」  
pJ＝ワ豆  

主尺：・禁札〈月′ 電；j r  柘廟凧／仇  
私息（吊）＝  鳥＝  

ただし，   

恥  

∑私f  
月：＝f＝J  

仇   

銑：1号資産造成額に対する生産者外負担額（（1一餌）・釣）   

仙：1号資産造成額に対する生産者負担割合   

p豆：宜回目のシミュレーション実験において実現した凡活用率   

ヮ宜：宜回目のシミュレーション実験において実現した業務年数   

た：シミュレーション実験の繰り返し回数  
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そうすると，この指標の特性値は，制度が無限に繰り返された時に平均的に達成され  

る指標の水準を表現することになろう。さらにこの時同様に，各指標の分布のバラ付き  

についても評価したければ，この2つの指標の分散を特性値成分動・g（p∫），払g（由とし，  

その推定量を軋gb∫），㌫g（由として，以下のように設定すればよい。  

鳥  

∑（叩i－むg（汽））g  
電＝J  

みぞげJ）＝  
庵  

皇（星退塾軋むg（為））g 盲＼  r  
㌫g（為）＝  

2）モンテカルロ法の設計と評価   

次に，モンテカルロ法によるシミュレーション実験の設計について考察しておこう。  

ここでの課題は，いかに効率的に各指標の特性値成分の推定値を導出するかにある。具  

体的には，シミュレーション実験の繰り返し回数の合理的な決定である。回数が増加す  

ればするほど大数の法則により，各指標の特性値成分の推定値は，各指標の特性値成分  

の真備（ここでは，確率変数となる各指標の平均及び分散の理論値）に接近することにな  

る。しかし，計測の精度を考慮せずにむやみに回数を増やせば，計測のための時間や経  

費が増し，経済的でない。この種の実験では，経済性も計測に関する重要なファクター  

となる。   

そこで，指標恥勤の特性億成分ゐ推定量風．g（p∫），あg（由を頼りに，ここで前提  

とした凡モデルと関数¢により繰り返し回数と各推定量の精度について考察しておこ  

う。   

さて，表1－1及び表ト2がそれぞれ㌫β（p∫），島．g（由に関して実際にシミュレ⊥も  

ヨン実験を行って計測した結果である。ここでは，凡－モデルの変動係数を考慮し，他  

の基準値は固定されている7）。そして，モンテカルロ法によるシミュレーション実験の  

設計に関する繰り返し回数が10回，50回，100回，500回，1000回，5000回，10000回，  

50000回，100000回，500000回，1000000回の11ケースを設定し，それぞれについて評価  

した。評価の方法は，100個の乱数のシードを基に，これを前提としてそれぞれのケース  

について100回シミュレーション実験8）を行い，ここで考慮した各推定量の標本平均と  

標準誤差を計測した。これらの表は，中心極限定理よりこれらの指標の特性借成分の推定  

量の分布を正規分布近似できることを利用し，計測結果から区間推定したものである。   

これらの表から解るように，シミュレーション実験の繰り返し回数を増加させると，  

計測対象となっている指標の特性値成分の推定値の99％信頼区間が狭くなり，その推定  
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値の精度が良くなることが読み取れる。しかし，同じ繰り返し回数では，孔モデルの  

変動係数の相異によって99％信頼区間に差が出ており，。私モデルの変動係数が大きくな  

るに従い99％信頼区間が広くなる傾向があるのが読み取れる。また，指標の内容によっ  

て要求される精度が異なるといえ，例えば平均業務年数の特性値成分動・∫（pJ）の推定  

にはコンマ1程度の精度で十分と考えられる。この程度の推定では表1から明らかなよう  

に，シミュレーション実験の繰り返し回数が概ね50回程度でも一定の推定精度を得るこ  

とが可能となろう。したがって，ここでの計測結果からは点∫モデルの変動係数や指標の  

内容の相異を考慮に入れたとしても，シミュレーション実験が概ね500回程度で一定の  

精度が確保でき，10000回で十分な推定精度が得られるといえよう。  

（3）等効果関数と基準値   

ここでは，10000回のシミュレーション実験の繰り返し計算によって，一札モデルの変  

動係数及び制度の基準値の操作ケースを以下のように前提して，上記指標の特性値成分  

の推定値を計測した。  

風モデルの変動係数  ：0．2から0．7まで0．05刻みで11ケース  

保証基準額（功の比例操作係数（α）  ：0．8から1．0まで0．01刻みで21ケース  

高収益積み立て基準額（功の比例操作係数（β）：1．3，1．5，1．6の3ケース  

1号資産積み立て基準額軌）の比例操作係数（γ）：0．25，0．30，0．35の3ケース   

図3－1～2が，平均業務年数（p∫）及び基準粗収益カバー率（由の各指標の特性値成分  

に関する，保証基準額（G）の第3節の［3］式に示された関数ヂ‖及びぞg．∫を，孔モデル  

の変動係数め各ケースについて推定したものである。そして，図4－1～2が，その推  

定結果から，平均業務年数（pJ）及び基準粗収益カバー率（ぉの指標の特性値成分に関す  

る，保証基準額（G）の第3節の［5］‖式に示された等効果関数を推定したものである。さら  

に，第4節の基準値の設定方法において示した具体例が，囲5である。この図では，凡  

モデル間において，平均業務年数の特性億成分の推定値が2．2年以上となる条件下で，  

基準粗収益カバー率の特性値成分の推定値が1．07に平準化される保証基準額（G）の水準  

を各凡モデルについて評価することが可能となる。  

第6節ま と め   

本稿では，本制度の運用・改善を計数的根拠に基づいて行うための方法論に関して，  

理論的な定式化とその検討を行なった。そして，その定式化の下でのモンテカルロ法に  
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よるシミュレーション実験の方法を示し，特に，本制度の仕組みの特性や経済効果等に  

関して対象産地間でその水準を平準化させるための基準値の設定方法を中心に，その方  

法の有効性を数値計算より具体的に明らかにした。ただし，本制度には様々な基準値が  

存在し，実際上は制度の運用上重要とみられる基準値を中心に改善方向を探ることにな  

ろう。   

本稿で検討された方法は，本制度が採用している粗収益保証法式が前提となっており，  

その前提によって定式化された等効果関数α豆＝如（ノ）の具体的な推定が可能になって  

いるという側面がある。もし，国の野菜価格安定制度が採用している価格保証方式で  

「経営安定効果」に関してこの等効果関数の具体化を目指すなら，少なくと風価格変動  

と単収変動とを統合したモデルが開発可能となり，かつその上で第3節の［6］式で示し  

た対象地域間で比較可能なスカラー関数が具体的に表現できることが必要条件となろ  

う。   

なお，本稿で検討した計量的方法を実際に適用して，本制度の運用・改善の方向を具  

体的に提示する場合，第3節の［1］式で示した本制度の仕組みを表現する関数≠の具体  

化が重要であり，その際，制度の運用のあり方を十分に熟知しておく必要があることは  

いうまでもない。  

図3－1平均業務年数  

斤－モデルの変動係数   
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図3－2 業務粗収益カバー率  
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図4－1平均業務年数の特性値に関する等効果関数（2．2年水準）  
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図4－Z 基準粗収益カバー率の特性値に関する等効果関数（1．07水準）   
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図5 制度基準値の設定図  
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注  

1）AICとは，異なるモデルを比較するための尤度にもとづく客観的な基準である。これは赤池   

弘次氏によって開発されたもので，赤池情報量基準（劇α伽坤γ邪f宜㈹α宜右打由彿）と呼ばれ   

ている。   

2）小田滋晃「野菜価格安定制度のシミュレーション分析一京都府「野菜経営安定資金制度」の   

事例分析を中心にして－」『農林業問題研究』第86号，1－9頁，1987年3月を参照。   

3）対数変換の経済学的な意味については，丸山義時「農業生産における対数正規分布理論の研   

究」『農業経済研究』第30巻，第4号を参照。   

4）京都府農林部農業経済課『農産物価格安定制度検討調査事業報告書（Ⅰ）』，p．77，1983年5   

月を参照。  

5）ここでの計測における他の基準値は次のように定めておく。  

1号資産造成額に対する生産者負担割合：0．25  

補てん率  

高収益積み立て率  

初年度業務短縮基準  

2年度業務短縮基準  

：1．0  

：0．5  

：1号資産造成額の50％  

：1号資産造成額の30％  

6）ただし，ここでは本制度の仕組みや効果を正しく評価するために，1回のシミュレーション実  

験においては，業務の短縮が発生した場合，再び業務を繰り返し少なくとも3年間（多くても5  

年間）は業務が継続するものとして，その業務の継続年数をその間の業務回数で除した値を1回   
のシミュレーション実験での業務年数とした。   

7）ここでは，注5）の基準値に加えて，α：0．9，β：1．5，γ：0．3と固定して計測した。   

8）本稿におけるモデルの開発及びシミュレーション実験は，京都大学大型計算機センターのTSS  

下でFOm90及び数値計算ライブラリーSSLⅡを使用して行なった。  
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